経済産業省製造産業局　審議官　黒田様　ご祝辞
皆様、おはようございます。本日は、システムコントロールフェア2011の盛大な開催、誠におめでとうございます。心からお慶びを申し上げます。経済産業省を代表いたしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

今回16回目を迎えるこのフェアですが、ファクトリーオートメーション分野をはじめ広く産業分野の制御に関わる最新の技術や製品が展示されるものとして、たいへん期待をしております。国内外から今回140社に上る団体が参加をしているとお伺いしておりますので、新しい製品の情報の発信の場、あるいはビジネスマッチングの場として、大いに盛り上がることを心から期待をしております。
さて、わが国の製造業界、先ほどからご言及がございましたように大変厳しい状況になっております。五重苦という言葉がございまして、想定を超える円高、高い法人税、厳しい労働規制、厳しい環境規制、貿易の自由化と大変な状況下で日本の製造業はがんばっているというところに、先の震災以降に加わりました電力の制約、これらを入れて六重苦と言われております。電力制約に関しましては、特に省エネ、節電、ピークカットが、たいへん重要になっており、このシステムコントロールフェアの出展の多くも、この省エネに関するものと聞いており、大変期待をしてございます。

また、日本のものづくりの大きな強みであります安全・安心な製造現場、そしてそれをお客様にお届けするという様々な工夫、技術、新しい製品といったものも、たいへん楽しみにしているところであります。さらに、下村会長、山田会長、それから奥野委員長からご紹介ありましたように、今回のこのフェアの緊急テーマ「がんばろう日本のものづくり」という大変すばらしいお題を掲げていることにたいへん共感をしております。
まさに経済産業省の製造産業局は、ものづくりを担当しているところでありまして、日本のものづくりに注力して参りますとともに、それを支える制御機器、省エネ機器を提供しておられるみなさんに、さらなるご尽力をいただきたいと思っております。
最後に日本電機工業会をはじめとする関係者のみなさま、日本電気制御機器工業会含め、みなさまのご尽力にたいへん敬意を表しまして、またご列席のみなさまのご健勝をお祈りいたしまして、私のご挨拶とさせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。
